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言ト 幸肥 して，また国文学者として，和歌の創作と研究とに生

涯をささげられた。

石倉小三郎元教授（音楽史・ドイツ文学・

　　　　　　　　　　ドイツ語）

　　ew　　　・　　　昭和40年10月30日，鎌i倉の

　　　　　　　　　自宅にて逝去された。享年84

；”ag轡 　才。

　　先生は，旧制東京音楽学

　校，旧制四高，八高，開申の
’　各教授，．高知高等学校長，大

　阪高等学校長などを歴任さ

　れ，戦後大阪理工科大学・近

畿大学の教養科長を経て，昭和27年旧制相愛女専音楽

科長として就任，同28年相愛女子短期大学教授，初代

音楽科長，昭和33年以後は大学一般教育科長として，

永らく本学のために重責を果され，昭和40年3月を以

て退職された。

　なお先生は，ドイツ文学者としての立派な業蹟と共

に，音楽の方面でもシューマンの合唱曲「流浪の民」

の訳詩などは広く世に知られているが，明治38年24才

で日本初の「西洋音楽史」を著わされるなど，我国音

楽学界の草分けの一人として，又戦後は，音楽学会関

西支部長（初代）として大きく貢献された。

二十二　鉄

心

玄教授　（国文学）

　　　　昭和39年2月29日狭心症の

　　　ため北野病院へ入院加療，9

嚢　　月28日退院，自宅静養，昭和

　　　40年4月から出講，10月8日

　　　病状悪化のため再び北野病院

　　　へ入院加療申のところ，11月

　　　17日午後！時19分肺癌のため

　　　逝去された。享年72歳。

　　　　先生は福岡県京都郡延永村

のご出身で京大国文科を終えられ，鎮西女子専門学校

教授を経て，昭和25年4月，相愛学園に赴任，昭和28

年，短期大学国文科教授となられた。

　また水甕派の歌人として，丹　草二というペンネー

ムではやくから活躍され，歌集に「にほとり」（合著）

（昭和元年），「開花集」（合著）（昭和4年）をはじめ，

晩年自らその代表歌を選ばれた「白鳥抄」　（水冷叢書

第172篇）（昭和40年・初音書房刊）などがある。その

他，「曽根好忠に就いて』（「水甕」昭和8年1月）の

論文や，「明治大正短歌研究」（合著）（昭和6年），「

明治大正短歌評釈」　（合著）（昭和9年）（いずれも水甕

社刊）などの短歌研究に関する著述もあって，歌人と

123

山　田　耕　搾　音楽学部長

講 苓惹

謬ず
　
ノ

／
＼職

長

　病気御療養中のところ，昭

和40年12月29日，東京の自宅

にて逝去された。享年79才。

年譜抄（本学に関する項のみ

抄録）

明治19年6月9日
東京に生る。

昭和12年4月（51才）

相愛女子専門学校の顧問兼教授となり，ドイツよりシ

ャピュイ，ハリヒ・シュナイダーを招へい，又ベルト

ラメリー能子，武岡鶴代，山ノ井基清等を教授に迎え

相愛女子専門学校音楽科を創設，自らも指導に当る。

昭和18年（57才）

戦火の拡大と共に公私多端のため，相愛女専を一時退
職。

昭和25年（64才）

今小路覚瑞理事長の招きにより，再び相愛女専の教授

となる。

昭和28年（67才）

相愛女子短期大学教授に就任。

昭和30年10月（69才）

今小路学長と計り，井口基成，斎藤秀雄，伊藤武雄，

池内友次郎の各教授を音楽科各部門の主任教授に迎

え，本学園における音楽教育活動の全面的拡充方針を

打ち出す。

昭和32年5月（71才）

文化勲章受賞（昭和31年）記念祝賀会が本学園に於て開

催さる。

昭和33年4月（72才）

本学園に大学が設置されると共に音楽学部長に就任。

同年5月本学園の創立70周年記念として制定の「相愛

学園歌」を作曲。

昭和36年以降（74才）

本学音楽学部設置の意図に基づき，新しい仏教音楽運

動推進のため「宗教音楽研修会」等の指導に尽力。

昭和40年12月29日（79才）

東京都世田ケ谷区成城町の自宅にて午前7時50分逝去。

なお，昭和41年1月11日東京築地本願寺に於て営まれ

た葬儀には本学学生よって編成された聖歌隊が参列。

昭和41年1月23日午後2時

本学園に於て「学園葬」を挙行。



彙

彙 報

今小路覚瑞学長

　11月3日（昭39年忌大阪府知事より教育振興に功績

のあった故をもって表彰される。

一般教育・教職

報

新任（専任者のみ）

小谷　泰造

英語担当

山野　正二

法学担当

講師昭和40年4月より

講師　　同　　上

大阪府研究助成金下附

大阪府より相愛学園教職課程研究室に5万円の研究費

交付。目下，大阪市立申学校における道徳教育の実状

について研究進行中。

　岡　　邦　俊教授

　昭和40年5月30日東京駒沢大学に於て行われた日本

印度学仏教学会第16回学術大会にて発表の論文「大乗

仏教に於ける釈尊の地位」一特に宗祖との関連に於

て一

　荒井貞雄教授（教育学）

　教育実習資料綴（集申実習編と継続編）実習手帳改

訂したもの。（昭和40年4月刊　藤原印刷所）

教育職員免許状下品状況

華諭＼1卒画数

音楽学部

国文科

家
政
科

食物専攻

被服専攻

65

70

95

139

免許状種類（教科別）

高二｝中一1申二
音楽59 音楽59

国語56

家庭72
保健72
家庭88
保健42

音　楽　学　部

面　　覚勝　教授

○昭和40年4月13日より17日まで，東京のヒルトンホ

　テルで開催の第3圃汎太平洋リハビリテイション会

　議（Pan－Pacific　Rehabilitation　Conference）の

　老人厚生部会で，「心理学的ならびに社会学的立場

　からみた老人の社会復帰」（Rehabilitation　for　the

　aged　persons　from　psychologic　and　sociologic

　standpoint）を発表した。

○同年10月11日から14日まで，アメリカのロスアンゼ

　ルスで開催せられた国際老人協会　（lnternational

　SeniQr　Citizen’s　Association）の第2回大会に出

　席のため，夫人同伴10月8日羽田空港発，会議後ロ

　スアンゼルス，サンフランシスコ，バークレー，ホ

　ノルルの別院，仏教団本部，教会を歴訪し，同月廿

　日帰朝，当会議では「日本における老人福祉と老人

　クラブ活動の現況」　（Recent　tendencies　of　old

　people’s　welfare　and　their　club　activities　in

　Japan）について英語通訳，ならびに「日本におけ

　る嫁と姑」　（Young　wife　and　mother－in－low　in

　Japan）について特別講演を行った。

○同年10月31日，11月1日の両日，仙台で開催の日本

　老年学会第4回総会に出席，「独居老人の意識調査

　」について，その一部を分担発表した。
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仲　芳樹教授（音楽学・音楽理論）

東洋音楽学会理事（昭40年～42年度）に選出された。

　片岡みどり教授（ピアノ）

　日本婦人対外文化交流連合会の文化使節として7月

20日出発

　ソ聯（ナホトカ→ハバロフスク→モスクワ→レニン

グラード→キエフ→ソチ→モスクワ）ここで一行（イ

ルクーツク方面に駈った）と別れ欧州（下記）を訪問

した。

　欧州（コペンハーゲン→ド＝ッセルドルフ→ミュン

ヘン→ザルッブルグ→ウイーン→ミラノ→ヴェニス→

ローマ→ブルッセル→ドユッセルドルフ→パリ→8月

29日帰国

　酒　井　　諄助教授（音楽学・音楽美学）

　音楽学会理事（昭39年度秋期～41年度秋期）に選出

された。

　音楽学会第16回全国大会（40．10．19～20東京）にて

研究発表「音楽大学生のヴィジョンー傾向性の調査」



彙

　佐藤允彦講師（音楽学・音楽史）

　昭和40年2月20日，ポーランドのショパン協会よ

り，「国際ショパンピアノコンクール」の審査員オブ

ザーバーとして招へいを受け，ワルシャワに赴き4月

12日帰国。

新任（専任者のみ）

　小野一陣講師昭和40年4月より

　音楽学，雅楽演習，宗教音楽論担当。

演奏活動（リサイタルのみ一開催順）

伊奈　和子

美馬千鶴子

徳末　悦子

大北　路子

　　　　　　　　　40．　7．　21

坂本　甲子　助　手（ピアノ）

　　　　　　　　　40．　10．　14

徳末　悦子　教　授（ピアノ）

　　　　　　　　　40．　10．　26

伊奈　和子　講　師（ピアノ）

　　　　　　　　　40．　11．　16

津曲　滋子　助教授（ピアノ）

　　　　　　　　　40．　11．　17

講　師（ピアノ）

　　　40．3．23　東京一日経ホール

助手（ピアノ）

　　　40．3．23　　大阪一御堂会館
教　授（ピアノ）

　　　40．6．10　大阪一毎日ホール
（京響によるジョイント・リサイタル）

助　手（ピアノ）

大阪一日立ホール

大阪一御堂会館

福井一県民会館

大阪一毎日ホール

京都一京都会館

　昭和39年度卒業論文（音楽学専攻）

荒川　直子「J．S．バッハの平均率ピアノ曲集第1巻

　　　　　　一フーガのアナリーゼを伴う構造の一

　　　　　　考察」

荒木満智子「ロマン派音楽とく夜想曲〉の先駆者ジョ

　　　　　　ン・フィールドについて」

栗生道江「カンタータに見るバッハ観」

下村京子「イタリールネッサンスに於けるフロット

　　　　　　ーラについて」

田中　允子「第二倍音．・第三倍音が音色に及ぼす影響

　　　　　　について」

中嶋久子「調の性格における因子の分析的研究」

渚　　晴美「イタリーに於けるバロックソナタに就い

　　　　　　て」

仁村　益子「ピアノの音色について」
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　　報

沼野　淳子「申学生の略譜力調査から見た音楽教育の

　　　　　　問題点」

前田　結子「雅楽の分析一竜笛による旋律を申心とし

　　　　　　て」

松浦　敏子「現代タイ国の楽器とその歴史」

松本登起子「ヘンデルのクラヴィーア・フーゲについ

　　　　　　て一アナリーゼ研究」

松吉佐起子「ワルツの歴史一ヨハン・シュトラウス

　　　　　　の出現まで」

三宅寿美子「広告における音楽の位置」

　昭和39年度：卒業演奏会　40．3．22相愛講堂

山口　文子（ピアノ）

　　Saint－Saens　：　Toccata

平野真智子（ソプラノ）伴奏　山東　越子

　　Puccini　：　Tu　che　di　gel　sei　cinta（Turandot）

　　丁田　喜直：髪

松本　典子（ピアノ）

　　Brahms：　Sonata　op．　2

岡田　高女（ソプラノ）伴奏　松本　典子

　　Verdi：　Ritorna　Vincitor　（Aida）

　　山田　耕搾：みぞれに寄する愛の歌

市原　栄子（ピアノ）

　　Chopin　：　Polonaise－Fantasie　op．　61

酒井紀恵子（ピアノ）

　　Prokofieff　：　Troisieme　Sonate　op　．28

赤星　恵美（ソプラノ）伴奏　吉田　悦子

　　Verdi　：　O　don　fatale　（Don　Carlos）

　　石渡日出夫：戯　湖

山東　越子（ピアノ）

　　Chopin　：　Ballade　op．　52

川村慶子（ソプラノ）伴奏　山東　越子

　　　　　　　フルート助奏　品川　伶子（在学生）

　　Donizetti　：　Scena　della　Pazzia

　　清水　　脩．：落葉のように

吉田　悦子（ピアノ）

　　Chopin：　Etude　op．　25　No．　7

　　Ravei　：　Alborada　del　Gracioso

　昭和40年度開講科目・講義題目（音楽学部）

〈一般教育科目〉

　宗教「宗教概説」　　　岡　邦俊．

〃
〃
〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　教授

「仏教概説・歎異抄」　　松永　大覚　教授

「　同　（続講）」　　松永大覚教授
「真宗概説・親鶯聖人の思想と信仰」

　　　　　　　　　　　岡　　邦俊　教授
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　哲　学‘「哲学概説・哲学史」　　海辺　忠治

　文学「文学概論」　　　田中重太郎
歴史　　　　　　　　　　　木場　集蔵

　法学「法学概論・日本国憲法」山野正二

　経済学　　　　　　　　　　　河村　三二

　化学　　　　　　　　　　　塙　　温品

生物学　　　　　　　　　　　申言　　治

　生活科学　　　　　　　　　　　大屋　拳旧

く外国語科目〉

　英語（1），英語（2），英語㈹（英書講読）

　　　　　　　　　　　　　　　小谷　泰造

　英語（4）（楽書講読）

　英語㈲（楽書講読）

　ドイツ語（1），ドイツ語（2）

　ドイツ語②

　ドィッ語（3）（楽書講読）

　フランス語（1），フランス語（2）

〈保健・体育科目〉（略）

久納　慶一

佐藤　允彦

渡辺美英子

斎藤芙美子

久納　es一一

木村　恵子

〈専門教育科目〉（講義・演習関係）

各学科・専攻　共通

音楽理論（楽式論）

　同　　（音楽通論・和声法）

　同　　（和声法）

　同　　（管弦楽法）

耳
漏
師
講
師
授
師
高

教
温
服
謡
講
謡
講
講

師
師
師
師
師
師
師

講
講
累
累
講
講
講

仲　　芳樹　教授

大橋　　博助教授

　　　　　　　　　山田光生講師，辻井英世講師

　　　　　　　　　　　　　　池内友次郎　講師

音楽史（西洋音楽史概説・ロマン派の音楽）

　　　　　　　　　　　　　　佐藤　允彦講師

　音楽史（日本の音楽と文学）

　音楽美学（音楽美学概説）

　宗教音楽論

　音楽心理学

　音楽音響学

　楽　器　論

　比較音楽学

　演奏解釈

音楽学専攻（上記以外）

　音楽理論概説

　音楽学概説

　音楽理論演習（各年次）

　　　仲

　　　辻井英世講師

　西洋音楽史特殊講義

　西洋音楽史演習（各年次）

　東洋音楽史演習（3，4年次）

　音楽美学演習（2，3，4年次）

　音楽心理学演習（3，4年次）

古楽演習（雅楽）

　　同

平野　健次　講師

酒井　　諄助教授

小野　功竜　講師

梅本　尭夫　講師

北村音壱　講師
池内友次郎　講師

岸辺　成雄　講師

斎藤秀雄教授・徳丸聡子講師

仲　　芳樹　教授

酒井　諄　助教授

芳樹教授，大橋博助教授，山田光生講師，

　　　　　　　　　　吉田　秀和　講師

　　　　　　　　　　佐藤　允彦　講師

　　　　　　　　　　平野健次講師
　　　　　　　　　　酒井　諄　助教授

　　　　　　　　　　梅本尭夫　講師

　　　　　小野摂竜講師，小野三重講師

（バロックアンサンブル）喜田賦講師
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〈専門教育科目〉（実習・実技関係）

　各学科・専攻共通

　ソルフェージ

　　宮越精三郎教授，白石勝子助教授，水谷堅助教授

　　品川三郎講師，木川田誠講師，柳瀬徹講師

　合　　　　唱

　　林雄一郎講師

　合奏（1オーケストラ）
　　斎藤秀雄教授，東儀祐二助教授，森正講師，徳丸

　　聡子講師

　合奏（1教職課程のための器楽合奏）
　　品川三郎講師

　指　揮　法
　　東儀祐二助教授，徳丸聡子講師

　伴　奏　法
　　伊奈和子講師

　声　　　　楽

　　柴田豊田教授，嘉納愛子教授，鈴木田鶴子教授，

　　山田真梨子教授，栗本尊子教授，白石勝子助教授，

　　水谷堅助教授，荘田作助教授，稲垣孝子講師，柳

　　瀬徹講師，木川田誠講師，田中万美子講師，門屋

　　菊子講師，中村幸子講師，伊藤亘行講師，伊藤京

　　子講師，横川美智子助手

　器　　　　楽

　　ピ　・ア　　ノ

　　井口基成教授，矢田暎子教授，片岡みどり教授，

　　徳末悦子教授，志賀宗三郎助教授，石橋信子助教

　　授，津曲滋子助教授，出口美智子講師，川村明子

　　講師，西川恵美子講師，伊奈和子講師，井口愛子

　　講師，小林とし講師，市川伸子講師，内田胎子講

　　師，福島晴子講師，坂本滉子助手，大北路子助手，

　　滝川栄津子助手

　　ヴァイオリン

　　辻久子教授，東儀祐二助教授，西田秀雄助教授，

　　鷲見三郎講師，東意趣講師，吉永清子助手

　　セ　　　　　　ロ

　　井上頼豊講師，日比野忠孝講師

　　ハ　　一　　プ

　　張谷恭子講師

　　フ　ル　一　ト

　　川口勝治郎講師，森正講師

　　クラリネット

　　喜田賦講師，北爪利世講師

　　ファゴット

　　三原泰三講師

　　打　楽　器
　　大橋博助教授

　　オ　ル　ガ　ン



　　久保田清二助手

く教職に関する専門科目〉

　教育原理

　教育心理学・青年心理学

　教科教育法（音楽）

教育実習

道徳教育の研究

彙

荒井　貞雄　教授

橘　　覚勝　教授

品川　三郎　講師

荒井　貞雄　教授

荒井　貞雄　教授

報

山本登美子助教授（被服学）

　7月28日より日本デザイン文化協会（NDK）より

服飾視察旅行のためヨーロッパ各地（イギリス，オラ

ンダ，オーストリヤ，西ドイツ，スイス，イタリー，

フランス）を訪問。

　特にパリ・オートクチュールコレクションを見て廻

り8月20日帰国。

国 文　　科
免許証下附状況
栄　養　士　　　　50名

　田中重太郎教授（国語学・国文学）

　監修書「新選大鏡」　（昭和40年4月10日刊。初音書

房）白書「古文の演習と整理」　（4月15日刊。同）森

本茂氏と共編書「国文法の演習」　（6月5日刊。同）

著書「枕草子の風土」　（9月15日刊。白川書院）論文

『六人部是香の著書・手沢本について」　（本集第11巻

2号・第12巻1号）『枕草子の先行文学』（「国文学

」第11巻第9号）

国交科文学遺蹟めぐり

　国文科では，定例の文学遺蹟めぐりを左のとおりお

こなった。参加者は，柿谷専任講師，鈴木，大橋両講

師，永田助手をはじめ，1，2年の学生150名（欠席者

24名）で，観光パス4台を利用した。

　10月28日（木）

　　万葉集文学遺蹟（大和飛鳥方面）香久山一報傍山

一飛鳥大仏一石舞台その他。

家　　政　　科

神田美年子助教授（被服学）

　昭和40年度在外研修員の資格をもって，日本政学家

会欧米家政学視察団に参加，6月17日羽田発，欧州視

察後，一行と別れて7月8日より40日間パリにて服飾

研究。

　8月16日渡米，マサシューセッッカレッジ・オヴ・

アート，パーソンズスクール・オヴ・デザイン，マッ

コール社，ノースウエスタン大学，ウィスコンシン大

学，カリフォルニアインスティチュート・オヴ・ザ・

アートス，ウードヴァリ大学，ハワイ大学等訪問，9

月3日帰国。

　私学研修福祉会に「欧米各大学における家政学（服

飾関係）の教育内容と職業教育との関連性」の報告論

文提出。
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図書館だより

　図書館長更迭
　昭和26年以来の荒井館長は健康が勝れないため去る

12月館長を辞任し，今小路学長が兼務することとなっ

たe’現在約4万冊の図書と170余種の季刊誌を蔵し

ている。

　相愛学園読書会の一時中止

　図書館が中心になって，昭和26年以来会を重ねるこ

と30回の相愛読書会は，高等学校3年生・短大・大学

の在学生，卒業生，大学・短大・高等学校・中学校op

教員，あるいは事務職員の志あるものが参加して楽し

く過して来た。然し，今日ではクラブ活動，各種のO

B会が盛んになって来たので，相愛読書会は当分の間

休むことに決定した。

　相愛図書館のユーニックな文化活動として今日では

高く評価され，十二分にその使命は果された。そのた

めに努力された創立当時の館員，卒業生，その都度解

説と指導にあたられた講師の先生方，また会の世話

を忠実になされた館員に感謝と敬意をささげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（荒井館長）

第29回　相愛学園読書会記録

　3月13日，相愛学園第2会議室に於て，第29回相愛

学園読書会を開催。荒井，田中，柿谷，中野，森田，

池本，永田，諸先生方並びに，学生を含めて30名の出

席者である。今回のテキスト，イプセン著「人形の家

」解説者，森田義延先生。真新しい第2会議室に春の

光をいっぱいに受け，明日は希望に満ちた卒業式とあ

って何んだか闘いだ雰囲気である。午後1時30分，荒

井先生の司会により開会，それに続いて，．ものやわら

かな口調で森田先生による熱心な解説が始まる。女主

人公「ノラ」は，病気の夫を転地療養させるために，

父の名を偽署して高利貸より借金するが，やがて，こ



彙

の事が夫の銀行頭取就任を前に，高利貸によって暴露

されると，夫は感謝するよりも自分の前途を葬ったも

のとして，彼女を罵り，自分がこれまでただ「人形」

として，かわいがられていたにすぎなかった事を知

り，彼女は「妻である前に一個の人間として生きて行

きたい」と、夫と子供を捨てて家出して行くストーリで

あり，女性には，母性的・家庭的なものにだけ納まっ

てしまうだけではものたりない，常に何かの努力が必

要であると話された。この解説によって，「何故」「

ノラ」が家出をしたか，自分が今「ノラ」の立場とな

った場合，どのような道を選ぶかについて討論を始め

最後に，諸先生方の楽しい思い出話等を聞かせて下さ

った。次回は，一泊で日本古典文学をテーマにして開

催したい旨を決め，夕やみせまる午後5時閉会。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲田）

第30回　相愛学園読書会記録

　7月31日，8月1日の両日，須磨観光ハウスにて，

第30回相愛学園読書会開催。参加者荒井，田中，柿

谷，申野，永田最先生方，並びに学生合せて47名。

今回は日本古典文学をテーマとして，「堤中納言物

語」の中より「蕾めつる姫君」を選ぶ。解説者，田中

重太郎先生，前方に瀬戸内海国立公園を一望に，又

歴史に名高い須磨浦の山々を背にして，涼風とせみし

ぐれの中で，午後3時30分開会。先ず，田中先生より

「虫めつる姫君」について解説され，この「忌めつる

姫君」の作者は物語の冒頭に於て，美しい蝶を愛する

姫君と，その隣に住む気味の悪い虫を好む姫君とを引

き出し，異様な主人公の性格を大胆に述べて読者の関

心を喚起し，又主人公姫君の口を借りて，物語の主想

を「人はまことあり，本地尋ぬるこそ心ばへをかしけ

れ」と明瞭に言い切って，一見意地で，異常心理の持

主だと世間から噂せられるこの姫君は，この信条を固

持して物の表面だけに眩惑されて，その本地を認識し

ようとしない世間の俗説を這うて罵っているのである

と話され，途中，一度休憩し冷えたお茶で咽をうるほ

し，夕方近く迄時の過ぐるのを忘れる程であった。

緑の芝生に名物陣屋鍋のテーブルを囲み，先生方と語

らい，又お友達と明日の予定等を話し合って楽しい一

時を過す。

　夕食後，水銀燈の光に照らされ，荒井先生を申心に

円形に椅子を並べ一人一人の自己紹介を行う。午後9

時過ぎ自由時間となり，入浴をする人又はロープウエ

イ等で須磨浦公園に遊びに行く人達もあった。翌朝，

希望者は敦盛塚等を見学に行き，9丁目り中野，柿谷

両先生の司会により前日の読書会の続きを行う。この

作者は，何かの「意図」を持って書かれたものである
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かについて，又作者は男性，女性両説のいずれかにつ

いて活発な意見をとりかわす，最後に荒井先生によっ

て作成された「須磨浦あたり」他，多数のパンフレッ

トを参考に解散後の打ち合せを行い，海水浴をする人

は中野先生，日展に行く人は荒井先生，須磨浦一帯の

歴史散歩を行う人は柿谷先生へと，それぞれのグルー

プに別れ，須磨観光ハウスの前にて記念写真を撮り，

なごりをおしみながら解散した。　　　　（甲田）
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　〔家政科関係〕
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昭和40年

昭和39年

産業労働のエネルギー代謝率

土　築　洋次郎　　糖　　類

戸苅義次　食品材料
赤土正美　染色加工学概論
沢崎千秋他　特殊栄養学
山　下　泰　正　　要説栄養学

大川徳太郎他　　食品材料学

媚正義デザ・・の礫
日本食品衛生協会・母性整理と食品衛生

　〔音楽学部関係〕
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Analecta　Musicologica，

Bd．IN2　1963，1965
譲磁h義心，藩k・9M
Early　medieval　music　up　to

1300　1955Ars　Nono　and　the　renaissance

　　　　　　　　　　　　1960
Music　in　the　Middle　Ages
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Music　in　the　renaissance　1954
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J．　S．　Bach，　Vol．　IN2

J・　S．　Bach　（4．Aufl．）

Brahms　（2．ed．）

Mozart

Schubert

彙

1954

1948

1959

1951

The　ltalian　Madrigal，　Vol．1－v3

　　　　　　　　　　　　　1949

The　Histery　of　musical　lnst－

ruments　1940Enciclopedia　della　musica，

Vol．3－v4　1964
Die　Musik　in　Geschichte
und　Gegenwart，　Bd．10．11　1963

Dr．　Burney’s　Musical　tours
in　Europe，　Vol．1一一v2　　　　　　　　　　　　　1959

Chronologisch－Thematische
V．　Z．　von　Mozart

日本音楽の歴史

楽式の研究1～3

演奏の歴史

オペラ史　上・下

総；♂謡曙…音穀
井　口　基　成

供田武嘉津
山　川　　　昂

角倉一郎他

音楽臼玉社

上達のための
　　ピアノ奏法の段階

世界音楽教育史

本邦洋楽係関図書目録

大音楽家、人と作品
　　　　　　　　1’v3

名曲解説全集1～18

　　1958

昭和40年

昭和36年

昭和40年

昭和33年

昭和40年
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昭和33年

昭和40年

昭和39年

昭和40年

報

編　集　後　記

　経費の関係で2回の刊行は無理であるので，しばら

く年刊として発行することに，4月の編集委員会で決
定。

　本号から，学内の声もあって，イマイ印刷で印刷す

ることになった。今まで京都の協和印刷に厄介になっ

て来た。ここに感謝の意を表します。

　本号には，老人心理学の権威，橘教授の玉稿をはじ

め，国文学の柿谷講師の精緻なる研究，事務局の草部

先生の貴い原稿，法学の山野，雅楽の小野の各新任専

任講師の新鮮な稿に加え，永田，山口の両助手の研究

を掲載出来たことはうれしい。既に何回も発表され

た富田，岡，荒木，佐藤，伊奈の諸先生の論文に石倉

先生の遺稿を次号にわたって連載出来ることは，本誌

に花を添えた観がある。ただ，音楽実技のソノシーツ

が間に合わなかったことは残念至極。

　今小路現学長を心心に，焼野原から起きあがって，

僅か十数年の間に今日の如き一流音楽大学，短期大学

実現までの道は，まことにきびしく，多くの人々がえ

らばれてその尊い礎石になっていることを容易に想像

することが出来る。昭和四十年度内に，石倉，二十二

山田の三巨石が相ついで沙羅の木蔭から消えた。吾等

痛惜の極み。けだし，この良き僚友，先輩の霊は永久

に相愛と共にあるであろう。　　　　　　（荒井）
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